



「Difference in the Electromyographic Onset of the Deep and Superficial Multifidus 
during Shoulder Movement while Standing（立位における上肢運動時の腰部多裂筋深層線
維および浅層線維の筋反応時間の検討）」において，上肢の運動方向および足圧中心の位置
が腰部多裂筋深層線維および浅層線維の筋反応時間に及ぼす影響について検討した研究論
文（PLOS ONE April 7, 2015）である． 
対象者の取り込み基準は，立位姿勢において上前腸骨棘と恥骨結合を結んだ線と床への









































究手法は先行随伴性姿勢調節（Anticipatory Postural Adjustments; APA）の機構解明に
有用であり，実験条件を変えることで今後も多くの知見を生み出すことができると思える．
最終試験では，今後取り組むべき対象（筋），実験条件などについて適切な回答が得られ，
研究の発展が期待できる内容であった． 
 
論文審査および最終試験の結果，および二人の副査からの結果報告書を総合的に判断し，
主査としても本研究は博士論文として十分な価値を有するものと判断し，合格とする． 
